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' 勺
生 年 月 日 大 正 1 5 年 8 月 3 日
本 籍 宮 城 県
出 生 地 宮 城 県
子 歴
東 北 大 学 文 学 部 社 会 学 科 卒 業
東 北 大 学 文 学 部 大 学 院 特 別 研 究 生
同  3 年 修 了
雄 教 授 略 歴
昭 和 2 8 年 5 円
昭 和 3 0 年 4 円
昭 和 3 1 年 4 児
昭 和 4 吽 4 月
昭 和 4 2 年 4 月
昭 和 四 年 4 月
職 歴
東 北 学 院 大 学 非 常 勤 誥 師 ( 昭 和 3 0 年 3 月 迄 )
東 北 学 院 大 学 専 任 講 師
東 北 学 院 大 学 助 教 授
東 北 学 院 大 学 教 授
東 北 大 学 文 学 部 助 教 授 東 北 大 学 大 学 院 文 学 研 究 科 担 当
東 北 大 学 文 学 部 教 授 社 会 学 第 二 講 座 担 任
同 大 学 院 文 学 研 究 科 担 当 現 在 に 至 る
東 北 大 学 文 学 部 長 , 東 北 大 学 評 議 員 , 東 北 大 学 大 学 院 文 学 研 究 科 長 ,
東 北 大 学 文 学 部 附 属 日 本 文 化 研 究 施 設 長 を 併 任 ( 昭 和 5 6 年 3 刃 迄 )
東 北 大 学 文 学 部 行 動 科 学 基 礎 論 講 座 兼 担
停 年 退 職
学 会 な ら び に 社 会 に お け る 活 動
東 北 社 会 学 研 究 会 会 員 現 在 に 至 る ( そ の 間 編 集 委 員 , 庶 務 委 員 長
を 歴 任 , 現 在 会 長 )
日 本 社 会 学 会 会 員 現 在 に 至 る ( そ の 間 編 委 員 等 を 歴 任 )
東 北 社 会 学 会 会 員 現 在 に 至 る ( そ の 間 庶 務 委 員 長 , 会 長 を 歴 任 )
村 落 社 会 学 研 究 会 会 員 現 在 に 至 る
東 北 都 市 学 会 会 員 ( 監 事 , 理 亊 ) 現 在 に 至 る
地 域 社 会 学 会 会 員 現 在 に 至 る
日 本 学 術 会 議 会 員 ( 第 〕 2 期 ) 昭 和 6 0 年 7 月 ま で
日 本 都 市 社 会 学 会 会 員 ( 理 事 ) 現 在 に 至 る




































21 0 . 住 民 の 社 会 参 加 の 様 式 と 合 併 の 関 係
社 会 学 研 究 第 Ⅱ 号 , 昭 和 3 1 年 4 月
H . 社 会 的 性 格 に つ い て 一 社 会 学 の 立 場 か ら
東 北 心 理 学 第 5 号 , 昭 和 3 1 年 7 月
1 2 . 都 市 と 周 辺 農 村 の 関 係 ( 共 著 )
「 都 市 問 題 」  4 8 巻 5 号 , 東 京 市 政 調 査 会
1 3 . 戦 後 日 本 社 会 の 分 析 一 教 育 一 ( 共 著 )
社 会 学 評 論 第 2 9 号 , 昭 和 3 2 年 H 月
1 4 . パ ー ソ ナ リ テ ィ と 社 会 的 性 格 ( 共 著 )
「 講 座 社 会 学 」 第 1 巻 , 東 京 大 学 出 版 会
1 5 . 役 割 理 論 の 検 討
社 会 学 研 究
1 6 . 相 馬 地 方 に お け る 農 村 の 慣 行 ( 共 著 )
文 化  2 2 巻 4 号 , 昭 和 3 3 年 7 月
1 7
「 社 会 ・ 文 化 ・ 人 格 」
新 明 正 道 編 「 基 礎 社 会 学 」 , 誠 信 書 房 , 昭 和 3 4 年 4 月
第 1 5 ・ 号 , 昭 和 3 3 年 7 月
1 8 . 役 割 の 構 造
東 北 学 院 大 学 論 集
昭 和 3 2 年 5 月
1 9 . 「 河 口 都 市 の 社 会 変 動 」 ( 共 著 )
日 本 人 文 科 学 会 編 「 北 上 川 一 産 業 開 発 と 社 会 変 動 」 , 東 京 大 学 出 版 会 ,
昭 和 3 5 年 3 月
2 0 . 社 会 構 造 論 序 説 一 役 割 関 連 の 立 場 一
東 北 学 院 大 学 論 集  3 7 号 , 昭 和 3 5 年 9 月
昭 和 認 年 1 月
2 1 .
3 5 , 3 6 合 併 号 , 昭 和 3 4 年 1 2 月
コ ミ ュ ニ テ ィ 概 念 の 再 検 討
東 北 学 院 大 学 論 集  3 9 号 , 昭 和 3 6 年 9 月
2 2 '
コ ミ ュ ニ テ イ ・ オ ー ガ ニ ゼ ー シ ョ ン 理 論 の 価 値 的 前 提
東 北 学 院 大 学 論 集 如 号 , 昭 和 3 7 年 2 月
2 3 . 地 域 社 会 論 の 位 置 と 課 題
社 会 学 研 究 第 2 2 号 , 昭 和 3 8 年 Ⅱ 月
2 4 . 「 り ン ゴ の 出 荷 共 同 と 共 同 経 営 」
竹 内 利 美 編 「 東 北 農 村 の 社 会 変 動 」 , 東 京 大 学 出 版 会 , 昭 和 3 8 年 H 月
2 5 . 東 北 農 漁 村 の 老 年 一 老 人 の 労 働





































44 2 ' ホ モ . ソ シ オ ロ ジ ク ス
家 坂 和 之 編 「 現 代 社 会 学 に お け る 人 問 の 問 題 」 , 学 文 社 , 昭 和 5 4 年 9 月
4 3 . 老 人 の 家 族 扶 養 と 社 会 変 動
老 年 社 会 科 学  1 号 , 昭 和 5 4 年
" . 地 域 構 造 と コ ミ ュ ニ テ ィ の 組 織 化 ( 共 著 )
日 本 文 化 研 究 所 研 究 報 告 別 巻 第 1 7 集 , 昭 和 5 5 年 4 月
4 5 . コ ミ ュ ニ テ ィ 論 の 今 日 的 課 題
社 会 学 研 究 第 4 2 , 4 3 号 , 昭 和 5 7 年 3 月
4 6 . 「 権 力 分 析 の 実 証 理 論 」
鈴 木 幸 寿 編 「 権 力 と 社 会 」 , 誠 信 書 房 , 昭 和 5 8 年 6 月
4 7 . 都 市 社 会 学 に お け る コ ミ ュ ニ テ ィ 論 の 役 割
社 会 学 研 究 第 4 6 号 , 昭 和 5 8 年 1 2 月
4 8 . 新 明 社 会 学 に お け る 地 域 社 会 学 の 位 置
新 明 正 道 著 作 集 第 1 0 巻 「 地 域 社 会 」 , 誠 信 書 房 , 昭 和 6 0 年 5 月
四 . 応 用 社 会 学 の 役 割 一 新 明 社 会 学 に お け る 実 践 社 会 学 の 位 置
社 会 学 研 究 特 別 号 「 新 明 社 会 学 と そ の 周 辺 」 , 昭 和 6 0 年 8 月
5 0 . 社 会 学 的 認 識 と 政 策 実 践 一 応 用 社 会 学 の 基 礎 視 角
社 会 学 研 究 第 5 3 号 , 昭 和 6 3 年 1 2 月
5 1 . 日 本 人 の 公 ・ 私 観 念 一 そ の 理 論 的 一 老 察
日 本 文 化 研 究 所 研 究 報 告 別 巻 第 2 6 集 平 成 元 年 3 月
5 2 . 応 用 社 会 学 の 新 し い 地 平 一 社 会 学 的 認 識 の 政 策 実 践 へ の 適 用 一
P .  F . ラ ザ ー ス フ ェ ル ド 齋 藤 吉 雄 監 訳 「 応 用 社 会 学 」
恒 星 社 厚 生 閣 , 解 説 論 文 平 成 元 年 1 0 月
調 査 報 告 等
1 . 仙 台 市 財 政 調 査 報 告 書 ( 共 同 執 筆 )
仙 台 市 昭 和 3 6 年
2 . 七 ケ 宿 町 基 本 調 査 穀 告 ( 共 同 執 筆 )
七 ケ 宿 町 昭 和 3 6 年
3 . 地 方 選 挙 の 実 態 ( 共 同 執 筆 )
福 島 県 選 挙 管 理 委 員 会 昭 和 3 6 年
4 . 本 学 会 の 課 題 と 展 望
日 本 都 市 社 会 学 会 年 穀 1  昭 和 5 8 年
5.都市化と住民組織の変容に関する総合研究
昭和56・57年度科学研究費補助金(一般研究B)研究成果殺告書昭和58年
6.都市社会学の再生を求めて一奧田道大著「都市コミュニティの理論」を語る会報告
日本都市社会学年報2 昭和60年
フ.〔公開セミナー〕高齢社会における都市的生活様式
日本都市社会学年報5 昭和62年
8.コミュニティ形成における「公・私」の機能分担に関する比較研究
昭和56・57年度科学研究費補助金(総合研A)研究成果報告書昭和63年
書評・その他
1.福武直 r社会調査の方法』東京大学出版会
社会学研究第W号昭和30年6月
2.新陸人『現代コミュニティ論一日本文化の社会学的基礎分析一』ナカニシャ出版
社会学評論24巻2号昭和娼年10月
3.新干1情召介 T.パーソンズ著東北社会学研究会訳『現代アメリカ社会学』
社会学研究第30号昭和"年12月
4、蓮見音彦・山本英治・高橋明善「日本の社会 1,Ⅱ』東京大学出版会
社会学評論 40巻4号平成2年6月
5.辞書等有斐閣社会学辞典(昭和33年),尚学社哲学中辞典(昭和58年)
有斐閣新社会学辞典(平成2年)に応化,社会学,社会と個人,社会構造,
構造分析,地位と役割,役割理論,など多数の項目について執筆.
5
・葬送の辞
故新明正道先生を偲んで・追悼文
社会学評論139号昭和59年
社会学研究新明正道先生追悼特別号昭和30年6月
、、、
